
　

住
居
は
、
人
間
生
活
の
基
礎
を
成
す

衣
食
住
の
ひ
と
つ
。
し
か
し
、
世
界
中

の
住
居
は
千
態
万
状
で
あ
る
。
そ
の
大

き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
自
然
環
境
に

対
応
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
東
日
本
大

震
災
で
、
激
し
く
揺
れ
て
も
倒
れ
な
い

日
本
の
高
層
建
築
物
や
、
川
が
氾
濫
し

て
も
住
居
の
機
能
を
失
わ
な
い
ラ
オ
ス

の
高
床
式
住
宅
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

し
か
し
、
自
然
環
境
だ
け
で
説
明
で
き

な
い
違
い
も
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
が
、

筆
者
が
約
二
〇
年
前
ま
で
住
ん
で
い
た

ラ
オ
ス
の
首
都
で
あ
る
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で

は
、
雨
が
降
れ
ば
膝
下
ま
で
水
に
浸
か

り
、
ま
た
、
毎
年
メ
コ
ン
川
氾
濫
の
危

険
性
に
直
面
す
る
市
街
地
の
岸
沿
い
の

住
宅
が
平
床
式
で
あ
る
一
方
、
川
が
氾

濫
し
て
も
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
な
い

高
台
に
高
床
式
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い

う
、一
見
、
理
に
反
す
る
現
象
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
よ
く
観
察
を
す
れ
ば
、
こ

の
二
つ
地
域
に
好
ん
で
住
む
人
の
間
に

は
、
選
択
す
る
職
業
な
ど
経
済
的
な
営

み
に
お
い
て
、
明
ら
か
な
違
い
も
み
え

て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
志
向
の
違

い
で
あ
る
。
市
街
地
の
メ
コ
ン
川
沿
い
に

平
床
式
を
構
え
る
の
は
、
小
売
店
、
飲

食
店
な
ど
を
営
む
人
が
多
い
。
一
方
、
コ

メ
作
り
な
ど
を
し
て
い
る
農
家
は
高
台

に
住
ん
で
い
て
も
、
高
床
式
の
住
居
を

好
む
の
で
あ
る
。
以
下
、
ラ
オ
ス
を
事

例
に
、
経
済
志
向
と
そ
の
変
化
が
、
ど

の
よ
う
に
人
々
の
住
宅
事
情
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

●
一
軒
家
を
好
む
ラ
オ
ス
人
と

ホ
ー
ン
・
テ
ア
ウ︵
長
屋
︶を

好
む
外
国
人

　

ラ
オ
ス
で
も
っ
と
も
一
般
的
な
住
宅

は
、
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
大
小
の

違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
家
庭
菜
園
の
で

き
る
庭
が
あ
る
一
軒
家
で
あ
る
。
特
に

何
も
断
り
が
な
い
場
合
、ラ
オ
ス
で
は
、

家
と
は
こ
の
一
軒
家
を
指
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
ホ
ー
ン
・
テ
ア
ウ
で
あ
る
。

直
訳
す
れ
ば
、
屋
（
ホ
ー
ン
）
列
（
テ

ア
オ
）
と
な
る
。
通
り
に
面
し
た
長
屋

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
人
通
り

の
多
い
道
路
に
面
し
、
ま
た
側
面
の
壁

は
隣
の
家
と
共
有
し
て
い
る
の
が
、
ラ

オ
ス
の
長
屋
の
特
徴
で
あ
る
。
ラ
オ
ス

に
住
む
人
々
は
、
住
居
と
し
て
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
近
年
ま

で
続
い
た
一
般
的
に
知
ら
れ
る
傾
向
と

し
て
、
ラ
オ
族
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
オ

ス
人
が
一
軒
家
を
好
む
一
方
、
数
少
な

い
欧
米
人
な
ど
を
除
き
、
現
地
に
長
く

滞
在
す
る
ベ
ト
ナ
ム
系
や
中
国
系
の
外

国
人
・
ラ
オ
ス
人
は
長
屋
を
選
ぶ
。
な

ぜ
、
狭
い
う
え
ボ
ロ
ボ
ロ
な
長
屋
に
、

一
軒
家
に
匹
敵
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
お
金
を
払
い
、
購
入
ま
た
は
賃
貸
す

る
の
か
？　

少
年
時
代
の
筆
者
に
と
っ

て
、
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
。

　

観
察
す
る
に
つ
れ
、
経
済
志
向
の
違

い
こ
そ
が
、
そ
の
主
要
な
理
由
と
筆
者

は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
、そ
の
違
い
が
は
っ

き
り
し
な
く
な
っ
て
き
た
と
は
い
え
、

ラ
オ
ス
で
は
、
民
族
に
よ
る
職
業
選
択

や
経
済
活
動
の
違
い
が
、
以
前
か
ら
大

き
い
。
一
九
世
紀
末
か
ら
始
ま
っ
た
フ

ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
期
の
ラ
オ
ス
で

は
、
公
務
員
の
ベ
ト
ナ
ム
系
と
メ
コ
ン

川
を
挟
ん
で
商
業
に
従
事
す
る
中
国
系

に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
ラ
オ
ス
人
は
自

給
自
足
の
農
業
に
従
事
し
て
い
た

（Askew
 et al. [2007]

）。
現
体
制
が

成
立
し
た
一
九
七
五
年
以
降
は
、
公
務

員
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ
オ
ス
人
に
な
っ
た

も
の
の
、
生
活
し
て
い
く
の
に
十
分
、

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
給
与
が
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
数
年
前
か

ら
の
話
で
あ
る
。「
自
然
経
済
」か
ら「
商

品
経
済
」
へ
の
転
換
が
、
現
に
国
家
開

発
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と一軒家と長屋（筆者撮影）

ケ
オ
ラ
・
ス
ッ
ク
ニ
ラ
ン

経
済
志
向
を
映
す
住
居
　

―
ラ
オ
ス
の
場
合
―
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が
、
何
よ
り
の
明
確
な
根
拠
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
自
然
経
済
」
と
「
商
品

経
済
」
が
、
経
済
学
で
い
う
「
自
給
自

足
経
済
」と「
市
場
経
済
」で
あ
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
社
会

主
義
思
想
を
国
是
と
す
る
体
制
が
成
立

す
る
一
九
七
五
年
以
前
を
含
め
、
市
場

経
済
進
展
し
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
は

い
つ
く
か
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
も
っ
と

も
大
き
な
も
の
は
、
一
八
世
紀
末
（
一

八
九
三
）
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
段
階

的
な
植
民
地
化
が
始
ま
る
ま
で
、
隣
国

の
強
制
移
住
に
よ
る
継
続
か
つ
徹
底
的

な
人
口
希
薄
化
政
策
で
あ
っ
た（Stuart-

Fox [1997]

）。
フ
ラ
ン
ス
が
仏
印
に
併

合
し
た
ラ
オ
ス
は
広
さ
が
日
本
の
本
州

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
あ
っ
た
が
、
一
九

一
〇
年
に
な
っ
て
も
約
六
〇
万
人
し
か

い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（Pie-

trantoni [1953]

）。
こ
れ
が
、
経
済
活

動
に
と
っ
て
も
過
少
な
規
模
で
あ
る
こ

と
は
、
植
民
地
化
し
た
直
後
の
フ
ラ
ン

ス
人
高
官
な
ど
が
メ
コ
ン
川
西
岸
で
ラ

オ
ス
人
の
帰
還
を
呼
び
掛
け
た
こ
と
か

ら
も
う
か
が
え
る
（Askew

 et al. 
[2007]

）。

　

筆
者
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
一
九

八
〇
年
代
ま
で
の
首
都
に
は
、
大
小
の

違
い
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
表
・
裏
庭
の

あ
る
一
軒
家
に
住
む
ラ
オ
ス
人
が
多

か
っ
た
。
農
家
に
と
っ
て
の
自
給
自
足

な
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
務
員

な
ど
給
与
所
得
の
あ
る
家
庭
で
も
、
自

宅
で
バ
ナ
ナ
、
タ
マ
リ
ン
ド
、
マ
ン
ゴ

と
い
っ
た
果
物
や
野
菜
が
と
れ
る
こ
と

は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

停
電
、
断
水
に
な
っ
て
も
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
薪
を
使
っ
た
コ
ン
ロ
や
、
雨

水
を
貯
め
る
大
き
な
壺
ま
た
は
そ
の
代

用
品
が
あ
っ
た
。
高
校
生
に
な
る
ま
で
、

木
屑
コ
ン
ロ
を
準
備
す
る
の
が
役
目
で

あ
っ
た
日
々
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
ラ
オ
ス
の
小
規
模
、

か
つ
、
数
少
な
い
都
市
部
で
生
活
す
る

ベ
ト
ナ
ム
系
や
中
国
系
の
外
国
人
、
ま

た
は
ラ
オ
ス
人
は
商
業
な
ど
を
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
営
む
こ

と
が
多
い
。
例
え
ば
、
首
都
で
は
、
昔

か
ら
メ
コ
ン
川
沿
い
の
市
街
地
な
ど
を

中
心
に
、
人
々
は
小
売
店
、
飲
食
店
、

仕
立
て
屋
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
、
手
作

業
で
バ
イ
ク
や
車
の
簡
単
な
部
品
を
作

る
店
な
ど
家
族
経
営
で
営
ん
で
い
る
。

商
売
に
よ
り
現
金
を
稼
ぎ
、
そ
の
お
金

で
必
要
な
消
費
財
を
購
入
す
る
彼
ら
に

と
っ
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
に
立
地
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
れ
ば
、

高
い
お
金
を
払
っ
て
ま
で
、
窮
屈
な
長

屋
を
好
む
彼
ら
の
行
動
も
納
得
で
き
る
。

●
長
屋
に
参
入
す
る
ラ
オ
ス
人

　

近
年
、
ラ
オ
ス
の
首
都
や
地
方
都
市

を
車
で
走
る
と
、
以
前
と
は
っ
き
り
と

違
う
光
景
の
ひ
と
つ
が
目
に
つ
く
。
単

独
、
ま
た
は
数
戸
し
か
な
い
長
屋
が
、

町
の
中
心
部
や
人
通
り
が
格
段
に
多
い

と
言
え
な
い
道
路
沿
い
に
も
多
く
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な

か
に
は
、
道
路
沿
い
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス

で
半
ば
無
理
や
り
建
て
た
よ
う
な
も
の

も
あ
る
。「
ラ
オ
ス
人
も
こ
う
い
う
の

に
、
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？
」
と

何
気
な
く
運
転
手
や
知
り
合
い
に
尋
ね

る
と
、「
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
た
め
道

路
沿
い
に
狭
い
長
屋
を
選
ぶ
ラ
オ
ス
人

が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
。
確
か
に
、

ラ
オ
ス
特
に
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
大
き
く
変
貌

し
て
い
る
。
一
九
四
三
年
に
約
二
万
三

〇
〇
〇
人
だ
っ
た
首
都
の
人
口
は
、
一

九
八
五
年
に
三
八
万
、
一
九
九
五
年
に

五
三
万
、
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
七

五
万
人
に
ま
で
増
加
し
、
県
別
平
均
人

口
密
度
が
約
三
三
人
／
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
ラ
オ
ス
で
、
唯
一
約
二
〇
〇
人

／
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い

る
⑴

。
さ
ら
に
、
よ
り
細
か
い
統
計
に

よ
れ
ば
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は
、
唯

一
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
二
〇
〇

〇
人
以
上
の
人
口
密
度
の
郡
が
存
在
す

る
行
政
区
で
あ
る
（
ラ
オ
ス
国
家
統
計

局
⑵

）。
こ
れ
は
、
周
辺
諸
国
ほ
ど
で
は

な
い
も
の
の
、
ラ
オ
ス
で
も
首
都
に
お

け
る
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
証
拠
と
い

え
る
。
ラ
オ
ス
人
も
長
屋
に
住
む
よ
う

に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
都
市
化
に
伴

う
混
雑
が
一
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
が
、
本
質
は
、
ラ
オ
ス
人
の
生
計
の

立
て
方
の
変
化
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え

る
。
自
給
自
足
か
ら
貨
幣
経
済
へ
の
転

換
に
伴
い
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
よ
り
も
、

人
が
集
ま
り
現
金
収
入
の
機
会
の
大
き

さ
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

（Keola Souknilanh

／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

経
済
統
合
研
究
グ
ル
ー
プ
）

（
注
）

⑴�

一
九
八
五
年
以
前
の
人
口
セ
ン
サ
ス

で
の
首
都
人
口
は
、
分
離
さ
れ
る
前

の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
県
の
人
口
を
含
む
。

⑵�

ラ
オ
ス
国
家
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.nsc.gov.la/
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